
 

1. ストーリープロンプトセクション：物語を生き生きとさせ
る質問をする 

ストーリー展開が重要な理由 

どの文化、どの家族、どの人も物語を持っています。キッチンテーブルで語られる物語であれ、映

画館で語られる物語であれ、記憶に残る物語となるのは、その物語の形です。この形はストー

リー展開。 

ジョセフ・キャンベル世界中の神話を研究した人々は、この弧を英雄の旅それは、人が慣れ親し

んだ場所を離れ、困難に立ち向かい、仲間を見つけ、選択をし、そして変化して戻ってくるという、

時代を超えたリズムです。私たちはこのパターンに惹かれます。なぜなら、それは人生そのもの

を反映しているからです。誰もが困難に直面し、決断を下し、そして旅を通して成長していくので

す。 

誰もが知っている物語を考えてみてください。 

●​ で スター・ウォーズルーク・スカイウォーカーは故郷を離れ、危険に立ち向かい、師や仲
間を見つけ、英雄へと変貌を遂げて帰還する。​
 

●​ 日本の文化では、桃太郎（桃の少年）危険な旅に出た少年が、忠実な仲間を集め、悪魔
を倒し、故郷に平和と宝物を持ち帰る物語である。​
 

●​ 実際の生活Miyamoto Musashi、日本の最も伝説的な侍の一人も、同じ道を辿る。貧し
い出自から始まり、数え切れないほどの決闘や苦難を経て、哲学者、そして教師へと変

貌を遂げ、その知恵は数世紀経った今でも人々を導いている。​
 

これらの物語が長く語り継がれるのは、単に事実に基づいているからではなく、その展開の素晴

らしさゆえである。始まり、挑戦、転換点、そして帰還。 

なぜこれが私たちの家族と私たちのコミュニティストーリー 

家族の物語を語り継ぐとき、私たちは同じことをしているのです。それは、困難に耐え、決断を下

し、後世の人々のためにより良い生活を築いてきた、私たちの家系の英雄たち――両親、祖父
母、そして先祖たち――に声を与えることなのです。 

 

日系コミュニティにとって、この物語は特別な力を持っている。 
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●​ それは、過去の世代の苦闘と勝利を後世に伝えるものだ。​

 
●​ それは私たちを家族や文化的ルーツと繋げてくれる。​

 
●​ それは、コミュニティの外にいる人々が私たちの歩みを「異質なもの」としてではなく、深く
人間的で共感できるものとして理解するのに役立ちます。​
 

例えば、日系人家族が強制収容中に故郷を追われた物語を想像してみてください。 

●​ 始まり：海岸沿いでごく普通の生活を送っていた子供が、突然家を出なければならないと
告げられる。​
 

●​ チャレンジ：彼らの家族は、収容所で喪失、不当な扱い、そして先の見えない不安に直面
している。​
 

●​ 転換点：彼らは逆境にも負けず、協力し合い、新しいスキルを学び、伝統を守り続けてい
る。​
 

●​ 返却/レガシー:数年後、彼らは人生を立て直し、子供たちはその経験から得た傷跡と知
恵の両方を背負って成長する。​
 

これは英雄の旅―まるでルーク・スカイウォーカーのように、まるで桃太郎のように、まるで武蔵
のように。 

共通の人間性の力 

この弧を通して家族の物語を語るとき、私たちは歴史を保存する以上のことをしているのです。

私たちはより大きなものに触れているのです。共通の人間性どの文化圏の人でも、これらの物語

を聞けば、苦悩、希望、愛、勝利といった同じ感情を抱くことができる。 

そして、お互いの話に耳を傾けることで、私たちは違いよりも共通点の方が多いことに気づき始

めるのです。 

それこそがこのプロセスの醍醐味です。これらの物語は、あなたの家族をその伝統と結びつける

だけでなく、私たちすべてをより大きな人類の物語へと繋げてくれるのです。 

物語を見つける 

物語は事実や日付から生まれるのではなく、展開するための穏やかなきっかけと空間を必要と

する。スミソニアン博物館の口述歴史・民俗生活インタビューガイドすべての家族やコミュニティに

合う質問のセットは存在しないことを強調します。質問リストは、道標それらは記憶を呼び起こす

が、どこへ向かうかは語り手次第だ。 
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物語を引き出すためのヒント： 

●​ まずは簡単なことから始めましょう名前、場所、家族の基本情報から始めましょう。より深
い話に入る前に、まずは安心感を築きましょう。​
 

●​ テーマで考える例えば、幼少期、移住、地域社会での生活、祝祭、あるいはそこから学ん
だ教訓など。​
 

●​ 記憶を呼び起こすツールを使う写真、家宝、レシピなど、豊富な詳細情報を引き出すため
の資料。​
 

●​ 感覚的な記憶を呼び起こす― 何かがどんな見た目だったか、どんな匂いがしたか、どん
な感触だったかを尋ねる。​
 

●​ サプライズのための余地を残しておきましょう―最も力強い物語は、好奇心を持って脇道
に逸れたところから生まれることが多い。​
 

次のセクションでは、構造化された質問セットと、プロンプト カード、ヒーローズ・ジャーニー・クイッ
クピックとトラブルシューティングガイド―これらの記憶を鮮やかに蘇らせるために。 

それらは、記憶、感情、意味を呼び起こす質問から生まれます。このセクションでは、簡単な導入

からより深いフォローアップの質問まで、一連のプロンプトを提供し、ストーリー展開設定、課題、

決断、そして勝利。 

これらを優しい招待状のように使ってください。全員に尋ねる必要はありません。自然に感じるも

のを選んでください。そして、最も重要なことは好奇心を持って耳を傾ける。 

他にも参考になるコミュニティガイドをいくつかご紹介します。 

https://densho.org/wp-content/uploads/2025/12/Densho-Guide-to-Conducting-Oral-Histor
y-Interviews.pdf 

https://www.historylink.org/Content/education/downloads/Densho_Student_Guide_to_Oral
_Histories.pdf 

https://selfevidentshow.com/oral-history-toolkit 
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1. ウォームアップ質問（扉を開く） 

これらは、相手をリラックスさせて会話を始めるのに役立つ、軽快で楽しく簡単な質問です。 

●​ 子供の頃、一番好きだった食べ物は何でしたか？あなたが子供の頃によく食べていた食
べ物について教えてください。​
 

●​ 子供の頃、よく遊んでいた特別な場所はありましたか？​
 

●​ あなたが若い頃、尊敬していた人は誰でしたか？​
 

●​ 思い出を呼び起こす歌、香り、味は何ですか？​
 

フォローアップ： 「その記憶が本当に鮮明に蘇った時のことを教えていただけますか？」 

2. 家族と地域社会とのつながり 

これらの質問は、伝統と帰属意識に関係しています。 

●​ 実家での生活はどのようなものでしたか？​
 

●​ 玄関を入ってすぐの家のレイアウトを説明してください。​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、あなたの人格形成にどのように影響を与えましたか？​
 

●​ あなたの家族はどのような伝統を守り続けてきましたか？​
 

●​ 家族や地域社会を特に誇りに思った瞬間はありましたか？​
 

フォローアップ： 「そうした伝統や価値観は、今日のあなたの生活にどのように表れていると思い
ますか？」 
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3. 挑戦と回復力 

どの家族も困難に直面してきた――そして、そうした困難こそが、しばしば最も力強い物語となる
のだ。 

●​ あなたやご家族が経験した中で、最も辛かった出来事は何ですか？​
 

●​ どうやって乗り越えたのですか？誰が一番助けてくれましたか？​
 

●​ 諦めようと思ったけれど、結局諦めなかった瞬間はありましたか？​
 

●​ そうした困難は、あなたやあなたの家族にどのような変化をもたらしましたか？​
 

フォローアップ： 「振り返ってみて、その経験から自分自身について何を学びましたか？」 

4．移住、アイデンティティ、そして帰属意識（日系人特有のテーマ） 

多くの日系家族には、移住、再建、そしてアイデンティティの確立にまつわる物語がある。 

●​ あなたの家族がカナダ（または他の場所）へ移住した時のことを、何か知っていますか？​
 

●​ 抑留されていた時期や戦後の生活はどのようなものだったのでしょうか？​
 

●​ あなたの家族はどのようにして生活と地域社会を再建したのですか？​
 

●​ あなたはこれまで二つの文化の間で葛藤を感じたことはありますか？そして、どのように
その葛藤を乗り越えましたか？​
 

フォローアップ： 「若い世代に、その経験について何を理解してほしいですか？」 

5．勝利と祝賀 

困難な状況と、喜びや達成感に満ちた瞬間とのバランスを取りましょう。 

●​ あなたが最も誇りに思っていることは何ですか？​
 

●​ 自分の能力に驚いた経験はありますか？​
 

●​ 印象に残っているお祝い事、祭り、集まりなどのエピソードを教えていただけますか？​
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●​ あなたの家族や地域社会の中で、勇気や優しさで最も感銘を受けた人は誰ですか？​

 

フォローアップ： 「あの瞬間は、今日でもあなたにどのようなインスピレーションを与え続けていま
すか？」 

6. 知恵と遺産 

物語にはしばしば教訓が込められている。以下の質問は、その教訓を明らかにするのに役立

つ。 

●​ 若い頃の自分にどんなアドバイスをしますか？​
 

●​ あなたが自分の子供や孫に一番知ってほしいことは何ですか？​
 

●​ 人々が私たちの歴史について決して忘れてはならないことは何だと思いますか？​
 

●​ もし未来の世代に一つだけメッセージを残せるとしたら、どんなメッセージを送りますか？​
 

フォローアップ： 「なぜそのメッセージがあなたにとって重要なのですか？」 

7. ストーリーアークガイド（シンプルな流れ） 

物語全体を構成したい場合、次のような緩やかな流れで相手を導くことができます。 

●​ 設定「この物語がどこから始まるのか、その様子を描写していただけますか？」​
 

●​ チャレンジ「この時期を困難または重要なものにしたのは、一体何が起こっていたの
か？」​
 

●​ 決断「あなたやご家族はどのような選択を迫られましたか？」​
 

●​ 勝利／結果「結局、どうなったんですか？」​
 

●​ 反射「この物語は、現代の私たちに何を教えてくれると思いますか？」​
 

ヒント： 沈黙を恐れないでください。時には、最も力強い答えは、沈黙の後にもたらされるもので
す。 

このセクションのツール 

●​ ストーリーシーズ—テーマ別に整理された、膨大な数のヒント集。​
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●​ ヒーローズ・ジャーニー クイックピック—どんな記憶も、完全な物語へと形作るための、シ
ンプルな6つのステップ。​
 

●​ トラブルシューティングガイド—会話が行き詰まった時のちょっとしたコツ。​
 

●​ プロンプトシート—面接に持参できる、ダウンロード・印刷可能なシート。 

 

ストーリーシード：思い出を呼び起こすための質問集 

ヒーローズ・ジャーニー クイックピック チートシート 

誰かが、形があり、意味があり、影響力のある物語を共有するのを手伝いたいときに、これを活

用してください。一字一句そのまま従う必要はありません。あくまでもガイドとして使ってください。 

ステップ1：記憶を呼び起こす 

まず、何か具体的なことを思い出してもらうことから始めましょう。 

●​ 「あなたの人生の中で、特に印象に残っている出来事について教えていただけますか？」​
 

●​ 「あなたの家族が何度も繰り返し語る物語は何ですか？」​
 

●​ 「あなたやご家族の生活が突然一変した経験はありますか？」​
 

●​ 「あなたにとって、試練となった瞬間、あるいは誇りを感じた瞬間を覚えていますか？」 

これらは幅広いがメモリアンカー質問を投げかけることで、あなたが活用できる瞬間や断片が浮

かび上がってくるでしょう。 

ステップ2：課題を見つける 

彼らが話し始めたら、その挑戦や緊張感に積極的に向き合ってみましょう。 

●​ 「あの瞬間を困難に、重要に、あるいは特別なものにしたのは何だったのか？」​
 

●​ 「その時、どんな気持ちでしたか？」​
 

●​ 「あなたやご家族にとって、何が危機に瀕していたのですか？」 
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ステップ3：転換点を見つける 

決定や変化を探してください。 

●​ 「あなた（またはご家族）はどのような決断をされましたか？」​
 

●​ 「諦めようと思った瞬間はありましたか？それとも、続けることを決意しましたか？」​
 

●​ 「前進する上で役立った変化は何でしたか？」 

ステップ4：協力者と支援者を集める 

どんな旅にも、助けてくれる人がいる。 

●​ 「この困難な時期を乗り越えるために、誰があなたを支えてくれましたか？」​
 

●​ 「誰かの親切さや勇気に驚かされましたか？」​
 

●​ 「心に残っているアドバイスや励ましの言葉はありましたか？」 

ステップ5：結果を描き出す 

解決に向けて進む。 

●​ 「結局どうなったの？」​
 

●​ 「その後、状況はどのように変わりましたか？」​
 

●​ 「あの頃のことで、今一番印象に残っていることは何ですか？」 

ステップ6：意味を定着させる 

最後に、彼らが振り返るのを手助けしましょう。 

●​ 「その経験から何を学びましたか？」​
 

●​ 「あなたは、この出来事から自分の子供や孫にどんな教訓を学んでほしいですか？」​
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●​ 「その出来事は、今のあなたという人間をどのように形作りましたか？」​

 

 

 

プロからのアドバイス：「物語の兆候」に耳を傾けてください。 

●​ 感情的な言葉（怖い、誇らしい、恥ずかしい、安心した）→「その気持ちについてもっと詳し
く教えてください。」と続けてください。​
 

●​ 次のようなフレーズ「その時、すべてが変わった」→ ズームインして、何が変わったのか
を尋ねてください。​
 

●​ 人物に関する言及（私の祖母はいつも…）→なぜその人がそれほど重要だったのかを尋
ねる。 

これらの兆候は宝の目印のようなものです。それらを辿れば、物語の核心にたどり着くでしょう。 

トラブルシューティング：会話が行き詰まったとき 

語り手は、時として短い答えしか返せなかったり、話が脱線したり、うまく伝えられなかったりする

ことがあります。それはごく普通のことです。以下にいくつかのヒントをご紹介します。 

1. 彼らが一語で答えた場合 

●​ 頼んでみて特定の記憶:​
 

○​ 「実際にそういうことが起こった時のことを教えていただけますか？」​
 

○​ 「どんな見た目で、どんな音がして、どんな匂いがしたのですか？」​
 

●​ 感覚刺激を用いる：​
 

○​ 「あなたが最も鮮明に覚えている光景や音は何ですか？」​
 

○​ 「目を閉じたら、最初にどんなディテールが思い浮かびますか？」​
 

2. もし彼らが話題から逸れたら 

●​ 訂正するのではなく、好奇心を持って優しく元の場所に戻しましょう。​
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○​ 「それは素晴らしいお話ですね。先ほどお話されていたことと、どのように関連し
ているのか教えていただけますか？」​
 

○​ 「それは以前お話されていたことを思い出させますね。もう少し詳しく教えていた
だけますか？」​
 

3. 彼らが行き詰まっているように見えたり、何を話せばいいのか分からなかったりす
る場合 

●​ 彼らに提供する選択肢:​
 

○​ 「幼少期のお話と、仕事のお話、どちらを聞かせていただけますか？​
 

○​ 「何か困難な出来事や、喜ばしい出来事についてお話してみませんか？」​
 

●​ 試す 対比を促す:​
 

○​ 「これまでで一番幸せだったのはどんな時でしたか？一番辛かったのはどんな時
でしたか？」​
 

○​ 「誰があなたに安心感を与えてくれましたか？誰があなたに最も刺激を与えてく
れましたか？」​
 

4. 宝石を見つける 

聴きながら、以下の点に注目してください。 

●​ 感情的な言葉（「怖かった…安心した…誇らしかった…」）→続けて：「その感覚について、
もう少し詳しく教えていただけますか？」​
 

●​ 転換点（「その時すべてが変わった…」）→続けて：「何がきっかけで変わったのか？次に
何が起こったのか？」​
 

●​ 人間関係（「祖母はいつも…」）→続けて：「彼女があなたの人生において、それほど重要
な存在になった理由は何だと思いますか？」​
 

ヒント：自分を宝探し人だと思ってください。目標はあらゆる詳細を集めることではなく、心に残る

瞬間――感情、転換点、教訓――に気づき、語り手にそれらをさらに掘り下げてもらうことです。 

こうすれば、ためらいがちな語り手や饒舌な語り手でも、記憶に残る、意義深い英雄の旅の物

語。 
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1. ウォームアップ質問（扉を開く） 

相手がリラックスして話し始められるように、優しく遊び心のある質問をする。。 

●​ 子供の頃、一番好きだった食べ物は何でしたか？​
 

●​ 子供の頃、お気に入りの玩具やゲームはありましたか？​
 

●​ あなたが幼い頃、一番仲の良かった友達は誰でしたか？​
 

●​ 学校で一番好きだった科目は何でしたか？​
 

●​ 子供の頃、嫌いだった家事はありましたか？​
 

●​ あなたはこれまでいたずらをしたことがありますか？もしあれば、その話を聞かせてもら
えますか？​
 

●​ 一番好きだった遊び場はどこですか？​
 

●​ ペットを飼っていましたか？そのペットについて教えてください。​
 

●​ あなたが一番好きだった祝日や行事は何でしたか？​
 

●​ お気に入りの先生はいましたか？その先生のどんなところが特別でしたか？​
 

●​ どんな曲を聴くと、子供時代を思い出しますか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母がいつも作ってくれていた料理はありましたか？​
 

●​ 一年の中で一番好きな季節は何でしたか？また、その理由は？​
 

●​ 寝る前に読むお気に入りの物語や、家族の伝統はありましたか？​
 

●​ 今でも笑えるような、面白い出来事を覚えていますか？​
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●​ 子どもの頃、ニックネームはありましたか？​

 
●​ あなたが覚えている最初の映画は何ですか？​

 
●​ 秘密の隠れ場所を持っていたことはありますか？​

 
●​ 子供の頃、何があなたに安心感を与えてくれましたか？​

 
●​ あなたは、大人になったら何になりたいか想像したことがありますか？​

 
●​ あなたが覚えている最初の旅行や冒険は何ですか？​

 
●​ 何か収集していたもの（切手、カード、おもちゃなど）はありますか？​

 
●​ どんな服を着るのが好きでしたか？​

 
●​ これまでお気に入りの本や漫画はありましたか？​

 
●​ 子供の頃の、喜びや笑いに満ちた思い出を一つ教えてください。​

 
●​ あなたの幼少期の最も古い記憶は何ですか？また、その時何歳だったと思いますか？​

 
●​ 幼少期を過ごした家について、詳しく教えていただけますか？​

 
●​ 想像上の友達や、お気に入りのぬいぐるみを持ったことはありますか？​

 
●​ 自転車（またはスクーター）の乗り方をどうやって覚えましたか？また、誰に教わりました
か？​
 

●​ 子供の頃、印象に残っている地元の公園や遊び場はありましたか？​
 

●​ 学生時代、最も誇りに思う功績は何でしたか？​
 

●​ 学校に制服を着ていたことはありますか？それについてどう思っていましたか？​
 

●​ これまで、学校の伝統行事（運動会、文化祭など）で、特に好きだったものはあります
か？​
 

●​ あなたは日本のゲーム（けん玉やビー玉など）をプレイしたことがありますか？それともカ
ナダのゲーム、あるいは両方ですか？​
 

●​ 子供の頃、日本やカナダの祝日の中で、一番鮮明に覚えているものは何ですか？​
 

 
12 



 
●​ あなたは家庭で日本語、英語、それとも両方を話して育ちましたか？ 

 

 

 

2. 家族と地域社会とのつながり 

これらは、帰属意識、伝統、そしてあなたを形作った人々についての物語を呼び起こします。 

●​ 実家での生活はどのようなものでしたか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母はどのように出会ったのですか？​
 

●​ あなたの家庭で最も重要視されていた伝統は何でしたか？​
 

●​ 代々受け継がれてきた家族のレシピはありますか？​
 

●​ あなたの家族では、食事の時間はどんな感じでしたか？​
 

●​ あなたの家族の中で、物語を語る役割を担っていたのは誰でしたか？​
 

●​ あなたの家庭では、信仰、宗教、あるいは精神性はどのような役割を果たしていました
か？​
 

●​ あなたの家族は複数の言語を話していましたか？​
 

●​ 祖父母について、どんなことを覚えていますか？​
 

●​ あなたの家族は、他の日系人家族と集まることはありましたか？それはどんな感じでした
か？​
 

●​ あなたの家族の中に、地域社会の結束を支えていた人はいましたか？​
 

●​ 日本の祭りやカナダの祝日を祝いましたか？それとも両方ですか？​
 

●​ あなたに深い影響を与えた年長者はいましたか？​
 

 
13 



 
●​ あなたの両親や祖父母は、どのような価値観を最も重視していましたか？​

 
●​ あなたの家族は、どのように互いに愛情や思いやりを示していましたか？​

 
●​ あなたの家族はどんなことをして楽しんでいましたか？​

 
●​ あなたは、日本人としての自分とカナダ人としての自分、どちらにより強い繋がりを感じま
したか？それとも両方でしょうか？​
 

●​ あなたの人生において、近隣住民や地域社会はどのような役割を果たしましたか？​
 

●​ 周りの子供たちと自分が違うと感じたことはありますか？もしあれば、それはどのような
違いでしたか？​
 

●​ 家族や地域社会の一員であることを誇りに思った瞬間はどんな時でしたか？​
 

●​ 自分の祖先についてもっと知りたいと思ったことはありますか？​
 

●​ ご家族には、家宝や写真、思い出の品などがありましたか？​
 

●​ あなたの家庭では、典型的な日曜日（または休日）はどのようなものでしたか？​
 

●​ 両親や祖父母から日本に関する話を聞いたことはありますか？​
 

●​ あなたの家族が世代を超えて持つ最大の強みは何だと思いますか？​
 

●​ あなたが生まれる前の両親の生活について、覚えていることはありますか？​
 

●​ 子供の頃、兄弟姉妹とは仲が良かったですか？​
 

●​ あなたの家族は家事をどのように分担していましたか？また、あなたはどの家事を担当
していましたか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、どんな格言やモットーをよく口にしていましたか？​
 

●​ ご家族は引っ越しをされましたか？ それはあなたにどのような影響を与えましたか？​
 

●​ 後になって知った家族の秘密や逸話はありましたか？​
 

●​ あなたの祖父母は、日本での生活や、強制収容前のカナダについて、どんなことを話し
てくれましたか？​
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●​ あなたの家族は他の日系人家族と集まりましたか？その時のことを覚えていますか？​

 
●​ あなたの両親や祖父母は日本のレシピを守り続けていましたか？そして、あなたは今で
もそれらのレシピで料理をしますか？​
 

●​ あなたの家庭では、日本の音楽であれカナダの音楽であれ、音楽はどのような役割を果
たしていましたか？​
 

 

 

 

3. 挑戦と回復力 

苦難の瞬間は、しばしば強さ、勇気、そして教訓を明らかにする。 

●​ あなたの家族が経験した最も困難な時期の一つは何でしたか？​
 

●​ あなたやご家族は、どのようにしてその困難を乗り越えましたか？​
 

●​ あなたは将来について不安を感じたことはありますか？​
 

●​ 諦めようと思ったけれど、結局諦めなかった、そんな経験はありますか？​
 

●​ 辛い時期に、あなたを最も支えてくれたのは誰でしたか？​
 

●​ ご家族は何か大切なものを失ったことがありますか？どのように立ち直りましたか？​
 

●​ 過去に、他人から不当な扱いを受けた経験はありますか？​
 

●​ いじめや差別を受けた経験はありますか？​
 

●​ 新しい場所やコミュニティで生活を始めるのはどんな感じでしたか？​
 

●​ お金がすごく苦しかった時期はありましたか？どうやって乗り切りましたか？​
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●​ あなたの家族は、生き残るために何か犠牲を払わなければならなかったことはあります
か？​
 

●​ 両親や祖父母の強さに関する思い出を教えていただけますか？​
 

●​ 困難な時期に、あなたに希望を与えてくれたものは何でしたか？​
 

●​ あなたは孤独を感じたことはありますか？そして、どのようにそれを乗り越えましたか？​
 

●​ あなたの家族にとって、人生を永遠に変えてしまうような出来事はありましたか？​
 

●​ 子供の頃や十代の頃、とても一生懸命働かなければならなかった経験はありますか？​
 

●​ 自分自身の回復力に驚いた経験はありますか？​
 

●​ あなたは苦難の最中でも喜びを見出したことがありますか？​
 

●​ あなたの家族は、困難な時期にどのようにして伝統を守り続けてきたのですか？​
 

●​ 振り返ってみて、それらの困難から人生について何を学びましたか？​
 

●​ あなたの地域で、人々が互いに助け合った経験はありますか？​
 

●​ あなたの家族は、これまで不当な扱いを受けたり、排除されたりしたことがありますか？​
 

●​ 収容所への入退所について、何か覚えていることはありますか？​
 

●​ あなたやご家族は、喪失や変化にどのように適応しましたか？​
 

●​ 困難な時期を乗り越えるために、他の人にどんなアドバイスをしますか？​
 

●​ 当時は厳しく思えたけれど、今考えると納得できる家族のルールは何ですか？​
 

●​ 子供の頃、一番怖かったことや心配だったことは何ですか？​
 

●​ 人生や学生時代に、挫折を経験したことがありますか？また、どのように立ち直りました
か？​
 

●​ より大きな利益のために、プライドを捨てなければならなかった経験はありますか？​
 

●​ ご家族は、転居や住居喪失にどのように対処しましたか？​
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●​ ご両親は、強制収容やその後の復興について、何かお話を聞かせてくださったことはあり
ますか？​
 

●​ 困難な時期に、あなたの家族や地域社会はどのように互いに支え合いましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

4．移住、アイデンティティ、そして帰属意識（日系人特有の視点） 

●​ ご家族がカナダへ移住した経緯について、何かご存知ですか？​
 

●​ ご家族は日本での生活について話しましたか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、引っ越す際に何を残していきましたか？​
 

●​ 彼らは新しい住まいにどのように順応したのでしょうか？​
 

●​ 強制収容の前、収容中、そして収容後の生活はどのようなものだったのでしょうか？​
 

●​ 自分の家族が周りの家族とは違う物語を持っていることに初めて気づいた時のことを覚
えていますか？​
 

●​ 二つの文化の狭間で身動きが取れないと感じた瞬間はありましたか？​
 

●​ あなたの家族はどのようにして日本人としてのアイデンティティを維持してきたのです
か？​
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●​ カナダ人として「馴染む」ためのプレッシャーはありましたか？​

 
●​ 引っ越し後も、ご家族はどのような伝統を守り続けましたか？​

 
●​ 家庭で最初に話した言語は何でしたか？​

 
●​ あなたは自分の出自について、恥ずかしいと感じたことはありますか？それとも誇りに
思ったことはありますか？​
 

●​ あなたの家族は、日系カナダ人であることについてどのように話していましたか？​
 

●​ あなたは日本に行ったことがありますか？どんな経験でしたか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、日本に留まっていればよかったと思ったことはありますか？​
 

●​ ご家族にとって、移住で最も大変だったことは何だったと思いますか？​
 

●​ あなたは自分の出自を理由に疎外感を感じたことはありますか？​
 

●​ 日系人としてのアイデンティティに深く繋がっていると感じた瞬間はありましたか？​
 

●​ ご家族は強制収容後、どのように生活を立て直しましたか？​
 

●​ 移住によって何が失われ、何が受け継がれたのか？​
 

●​ あなたの家族の犠牲は、他の人にも理解されていると思いますか？​
 

●​ 生き残りや再出発に関する勇気ある物語は語り継がれてきたのだろうか？​
 

●​ 日系人であることは、あなたの教育、仕事、人間関係にどのような影響を与えましたか？​
 

●​ あなたは日本人だと感じますか、それともカナダ人だと感じますか、それとも両方です
か？​
 

●​ この旅を通して、将来の世代に最も理解してほしいことは何ですか？​
 

●​ 新しいコミュニティや学校でカルチャーショックを経験したことがありますか？​
 

●​ ご両親は、日本に留まっていればよかったと思ったことはありますか？​
 

●​ 家族が強制的に移住や移住を余儀なくされた時、何を持参しましたか？​
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●​ あなたは成長する過程で、自分のアイデンティティの一部を隠したり、変えたりしなけれ
ばならないというプレッシャーを感じたことはありますか？​
 

●​ あなたは文化的な違いを超えて友情や人間関係を築いたことがありますか？​
 

●​ あなたは日本を訪れたことがありますか？ご家族の出身国を見て、どんな気持ちでした
か？​
 

●​ あなたの家族は、日本の伝統を守りながらカナダ社会に溶け込むために、どのようにバ
ランスを取っていましたか？​
 

●​ 日系カナダ人であることのどんな点を最も誇りに思いますか？ 

 

 

 

 

 

5．勝利と祝賀 

苦難と喜び、誇り、そして勝利とのバランスを取る。 

●​ あなたが最も誇りに思っていることは何ですか？​
 

●​ これまでに賞やメダル、表彰を受けたことはありますか？​
 

●​ 自分が予想外の成功を収めた経験はありますか？​
 

●​ あなたは、周りの人が不可能だと思っていたことを成し遂げたことがありますか？​
 

●​ 子供の頃の一番幸せな思い出は何ですか？​
 

●​ あなたの家族は誕生日、結婚式、記念日などを祝いましたか？​
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●​ あなたにとって特に印象深いお祭りや地域イベントはありましたか？​

 
●​ これまでにもらったプレゼントの中で、一番嬉しかったものは何ですか？​

 
●​ ご家族が喜びを分かち合うような伝統はありましたか？​

 
●​ あなたの結婚式はどんな感じでしたか？​

 
●​ あなたは、困難な状況を乗り越えて卒業したり、学校を修了したりしたことがあります
か？​
 

●​ これまでに、自分が誇りに思えるようなビジネス、工芸、プロジェクトを始めたことはありま
すか？​
 

●​ あなたの人生の中で、特に印象に残っている親切な出来事はありますか？​
 

●​ 親または祖父母として、最も誇りに思った瞬間は何でしたか？​
 

●​ これまで旅行した場所で、心から喜びを感じたことはありますか？​
 

●​ 困難な状況の中でも、家族でお祝いをした経験はありますか？​
 

●​ あなたの家族の中で、公の場で表彰された人を見たことはありますか？​
 

●​ どのような伝統が、祝日や集まりを特別なものにしていたのでしょうか？​
 

●​ 何か特別な家族の集まりで、思い出に残っているものはありますか？​
 

●​ 人々には、どんな功績で記憶されたいですか？​
 

●​ あなたは音楽、スポーツ、または美術の分野でパフォーマンスをしたことがありますか？​
 

●​ あなたが最も誇りに思う仕事上の成果は何ですか？​
 

●​ あなたはこれまでに、自分の手で何かを作ったり、組み立てたりしたことがありますか？​
 

●​ あなたが地域社会に貢献した中で、最も誇りに思っていることは何ですか？​
 

●​ あなたは今日、どのように自分の文化を祝いますか？​
 

●​ 結婚式当日について教えてください（または、どんな結婚式を想像していましたか）。​
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●​ お子さんの誕生は、あなたにとってどのような経験でしたか？​

 
●​ あなたは成人になったこと（例えば、18歳、21歳、またはその他の節目）をどのように祝い
ましたか？​
 

●​ これまでに受賞した賞や栄誉の中で、特に意義深いものはありますか？​
 

●​ スポーツ、芸術、音楽などでパフォーマンスをしたことはありますか？また、その時の気
持ちはどうでしたか？​
 

●​ どんな地域イベントに参加したことで、日系コミュニティの一員であることを誇りに思いま
したか？​
 

●​ あなたが最も鮮明に覚えている日本の祭り、あるいは日系人の祭り（お盆、パウエルスト
リート祭りなど）は何ですか？​
 

●​ あなたの家族は正月を祝いましたか？どのような伝統行事を行いましたか？​
 

●​ 収容所での辛い時期や、その後も、お祝いをすることはありましたか？​
 

 

 

 

 

6. 知恵と遺産 

これらは物語の意味を凝縮するのに役立つ。 

●​ 若い頃の自分にどんなアドバイスをしますか？​
 

●​ 人生で学んだ最も重要な教訓は何ですか？​
 

●​ あなたが自分の子供や孫に一番知ってほしいことは何ですか？​
 

●​ 人々が私たちの歴史について決して忘れてはならないことは何だと思いますか？​
 

 
21 



 
●​ 人生を意義深いものにするものは何だと思いますか？​

 
●​ ご両親がよく口にしていたことわざや格言はありましたか？​

 
●​ あなたが一番好きな日本のことわざや教えは何ですか？​

 
●​ あなたはどのように記憶されたいですか？​

 
●​ あなたの人生における指針は何ですか？​

 
●​ 未来への希望を与えてくれるものは何ですか？​

 
●​ 世界には何がもっと必要だと思いますか？​

 
●​ もし一つだけ伝統を後世に伝えられるとしたら、それは何ですか？​

 
●​ 人生において、年長者から受けた知恵の言葉で、あなたの人格形成に影響を与えた瞬
間はありましたか？​
 

●​ もしやり直せるなら、どんなことをしておけばよかったと思いますか？​
 

●​ あなたが誰かに感謝の気持ちを伝えておけばよかったと思うことは何ですか？​
 

●​ あなたの人生において、許しはどのような役割を果たしてきましたか？​
 

●​ 強さとはどのように定義しますか？​
 

●​ 若い世代が理解に苦しんでいるのは、一体何だと思いますか？​
 

●​ 人生で一番喜びを感じたことは何ですか？​
 

●​ あなたにとって、今日、日系人であることはどのような意味を持ちますか？​
 

●​ 日経新聞の事例から、世界はどのような教訓を学ぶことができると思いますか？​
 

●​ 人生が不確かなものに感じられるとき、あなたを地に足の着いた状態に保ってくれるもの
は何ですか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、あなたにどんな遺産を残しましたか？​
 

●​ あなたは未来の世代にどのような遺産を残したいですか？​
 

 
22 



 
●​ 今、ご家族に直接伝えたいメッセージはありますか？​

 
●​ あなたにとって最も役立った指針や哲学は何ですか？​

 
●​ あなたはこれまで、強く信じていた考えを変えたことがありますか？​

 
●​ あなたにとって「良い人生を送る」とはどういうことですか？​

 
●​ あなたは、すべての出来事には理由があると信じますか？それとも、私たちは自らの手
で運命を切り開くものだと思いますか？​
 

●​ あなたの子供や孫には、あなたの価値観をどのように受け継いでほしいと願っています
か？​
 

●​ 10代の頃の自分に、どんなアドバイスをしますか？​
 

●​ あなたの両親や祖父母は、強制収容や移住の経験から、どのような知恵を私たちに伝え
てくれましたか？​
 

●​ あなたにとって最も意味深い日本のことわざや格言は何ですか？​
 

 

 

 

 

 

7. お楽しみ袋：質問を選んでみよう 

以下は、どこにでも混ぜ込める追加の質問です。 

●​ どんな匂いを嗅ぐと、いつも子供時代を思い出しますか？​
 

●​ あなたはこれまで、自分が部外者だと感じたことはありますか？​
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●​ あなたが決して忘れない、ささやかな親切行為は何ですか？​

 
●​ あなたの人生を変えた発明は何ですか？​

 
●​ 心から自由だと感じた瞬間はありましたか？​

 
●​ あなたの最初の仕事は何でしたか？​

 
●​ 初めて好きになった人は誰でしたか？​

 
●​ これまでで一番辛かった別れはどんな時でしたか？​

 
●​ これまでにもらったアドバイスの中で、一番良かったものは何ですか？​

 
●​ あなたはこれまで誰にも話したことのない秘密を抱えたことがありますか？​

 
●​ あなたがこれまでにした中で、最も勇敢なことは何ですか？​

 
●​ 今、感謝を伝えたい人は誰ですか？​

 
●​ あなたをいつも笑顔にしてくれる、笑いにまつわる物語は何ですか？​

 
●​ あなたはこれまで、自然と特別な繋がりを感じたことがありますか？​

 
●​ あなたの世代について、人々に知ってほしいことは何ですか？​

 
●​ 子供の頃にやった中で、一番面白かったいたずらは何ですか？​

 
●​ これまでで一番恥ずかしかった瞬間は何ですか？​

 
●​ あなたの最初の仕事は何でしたか？そして、最初の給料は何に使いましたか？​

 
●​ あなたの人生を変えた発明や技術革新は何ですか？​

 
●​ 人生で最も驚いた、あるいは衝動的な決断は何でしたか？​

 
●​ 旅行中に起きたハプニングで、それが面白い話になった経験はありますか？​

 
●​ あなたの家族の中で、いつもみんなを笑わせてくれるエピソードを一つ教えてください。​

 
●​ あなたは、周りの人が知らないような日本の文化的な伝統を学んだことがありますか？​
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目的はあらゆる質問をすることではなく、記憶、感情、そして意味を呼び起こす質問を見つけるこ

とだ。間合い、笑い、そして涙さえも、物語に命を吹き込む要素となるだろう。​
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2.高齢者へのインタビューのためのストーリー構成ガイド 

日経ニュースが自然に流れるようサポートします 

なぜストーリーアークを使うのか？ 

高齢者が思い出を語るとき、しばしば場面が飛び飛びになります。それは自然なことであり、価

値のあることです。ストーリーアークは、優しいガイド物語の全体像を明らかにするため――舞台
設定から、直面した苦難、そして受け継がれた知恵まで。これは構造を押し付けるということでは

なく、将来のリスナーの心に響くような形で物語が生まれるための空間を創り出すということなの

だ。 

Arc Framework 

物語を考えて4つの段階各段階には、応用可能な提案例があります。 

1. 場面設定（始まり） 

目的：日時、場所、家族背景を明らかにする。 

●​ 「あなたが育った場所について教えていただけますか？」​
 

●​ 「あなたの家はどんな感じでしたか？あなたの隣人はrhood?」​
 

●​ 「子供の頃、あなたにとって普通の一日とはどんなものでしたか？」​
 

●​ 「どんな食べ物、香り、あるいは習慣が、その時代を思い出させますか？」​
 

日経の例文： 

●​ 「パウエル・ストリート／スティーブストン／あなたが住んでいた漁村について、何か覚え
ていることはありますか？」​
 

●​ 「ご両親は日本から来たことについてお話されたことはありますか？彼らにとってそれは
どんな経験だったのでしょうか？」​
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2. 課題（中間段階） 

目的：苦闘、変化、あるいは回復力といった瞬間を描き出すこと。 

●​ 「あなたを形作った困難な時期はありましたか？」​
 

●​ 「人生が突然変わった時のことを教えていただけますか？」​
 

●​ 「あなたやご家族は、どのようにしてその困難を乗り越えたのですか？」​
 

日経の例文： 

●​ 「戦争中、ご家族が家を出るように言われた時のことを覚えていますか？」​
 

●​ 「収容所や農場での生活はどんな感じでしたか？」​
 

●​ 「あの困難な時期に、地域社会の人々は互いに助け合うような方法がありましたか？」​
 

3．転換点（決断または対応） 

目的：回復力、機転、または重要な選択を強調する。 

●​ 「あなたとご家族は、戦後どのように生活を再建されたのですか？」​
 

●​ 「あの数年間、あなたを支えていたものは何でしたか？」​
 

●​ 「何か変化をもたらした人物、伝統、あるいは地域団体は存在したのでしょうか？」​
 

日経の例文： 

●​ 「スポーツ、教会、柔道クラブは、どのように地域社会の再建に貢献したのか？」​
 

●​ 「戦後、お盆や正月といった集まりはどのような役割を果たしたのか？」​
 

●​ 「日系カナダ人であることを再び誇りに思った瞬間を覚えていますか？」​
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4．知恵（終焉／遺産） 

目的：考察、教訓、そして未来への希望を引き出すこと。 

●​ 「振り返ってみて、一番誇りに思うことは何ですか？」​
 

●​ 「次世代にどのような教訓を覚えていてほしいですか？」​
 

●​ 「孫やひ孫にどんなアドバイスをしたいですか？」​
 

日経の例文： 

●​ 「何かありますか？」あなたが私たちのコミュニティに受け継いでほしいと願う日本の伝統
は何ですか？​
 

●​ 「若い世代には、強制収容の歴史をどのように理解してほしいですか？」​
 

●​ 「あなたにとって、今日、日系人であることはどのような意味を持ちますか？」​
 

Arc を使用する際のヒント 

●​ 急がないで段階によっては、他の段階よりも時間がかかる場合があります。高齢者が望
む場所に留まるようにしてください。​
 

●​ フォローアップを活用する「それについてもっと詳しく教えていただけますか？」や「どんな
感じでしたか？」といった質問は、会話の流れを途切れさせません。​
 

●​ 迂回路を許可する最高の宝石は、時に軌道から外れたところに現れるものです。必要で
あれば、優しく軌道に戻してあげましょう。​
 

●​ 感情を受け入れる笑い、涙、沈黙、すべてが物語の弧の中に存在する。​
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弧のミニ例 

●​ シーン「私はスティーブストンで育ちました。水辺のすぐそばです。ほぼ毎日、新鮮な鮭を
食べていました。」​
 

●​ チャレンジ「そしてある日、彼らは私たちに家を出るように言いました。私たちはスロカン
に行き、そこで全てが変わりました。」​
 

●​ 転換点「戦後、父は漁業を再開しました。柔道クラブを通して地域の人々が一つになり、
それが私たちに誇りを与えてくれました。」​
 

●​ 知恵「たとえ全てを失っても、私たちにはお互いがいる。孫たちにはそれを知ってほし
い。」​
 

最後に 

このように物語を導くことで、高齢者の声が伝わるのを助けることができます。人生の全行程始

まりから、苦難を経て、回復力と知恵へと至るまで。こうして記憶は生きた教訓へと変わり、日系

人の精神は世代を超えて受け継がれていく。 
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